














次に、 「きりぎりす」 の梗概を確認する。 は、 「二十四」
歳の妻「私」が 画家である夫「あなた」との「五年」にわたる結婚生活を語る、 女性一人称語りの小説である。 「おわかれ致します。 」という言葉に始まり、語りは夫とのなれそめから結婚、そして結婚後の「貧乏」ながらも「楽し」かった時に及ぶ。しかし、夫が社会
的成功を得たことで夫婦間に亀裂が生じ、 「きりぎりす」が登場する「先日」の夜の話で語りは終わる。
こうした内容を持つ「きりぎりす」は、これまでどのように読ま





















































祭〉 の時であった。祝賀や奉祝会といった 〈祝祭行為〉 によって、〈紀元二六〇〇年〉を祝い、 改めて「天皇への忠誠」が意識され、国民が編成される〈時〉だったのである。






































では、 最後に井原氏についても確認しておこう。 氏は、 前述の通り、




























の匣」があるが、昭和二十年十月二十日発行の「河北新報」と「東奥日報」の「次の小説予告／パンドラの匣」欄に掲げた「作者の言葉」で、太宰は「手紙 形式の小説は、これまでの新聞小説には前例が少かつたので なからうかと思はれる」 、 「手紙 形式はまた、現実感が濃いので、昔から外国に於いても日本に於い も、多く作者に依つて試みられて来たものである」と述べてい （
注９）
。 「き














の語りが時系列に沿って整理されていることであ 。妻の語りは、夫とのなれそめから結婚、そして結婚後の幸せな生活へと続く。しかしそ 後、 夫の成功 亀裂が生じ、 徐々に夫婦の亀裂は大きくなって、 妻はついに別れを決意する。こ よう 、 妻の語りは時間に沿ってきっちりと整理さ ている。
また、妻が夫と別れることを決意したのは「ことしのお正月」 、
岡井先生を訪問した日だった。この時の妻 言葉は、 「あなた 、卑劣です」 、 「あなたは、気違いです」 、 「人間の誇りが 一体、どこへ行ったのでしょう」と痛烈なものであ そ 後、 妻 語 は「先
日」の夫の「ラジオ放送」を聞いた日に及ぶ。そこでは妻の感情の昂ぶりは最高潮に達し、 「不潔に濁った声」 、 「くだらない」 、 「一体、何になったお積りなので ょう」 「恥じて下さい」 、 「あなたは早く躓いたら、いい だ」と、罵倒ともいえる言葉が並ぶ。ここで思い出しておきたいことは、妻 語りが「おわかれ致します」から始まることである。つまり、妻はこれらの地点と同様の心境で語り始めていたことになる。しかし、語りの冒頭は落ちついており、興奮を抑えきれずに語っているように 到底思えない。
これらは何を意味しているのか。それは、語りの地点が「先日」
の「ラジオ放送」の日より後で しかも が自らの気持と出来事を整理したう で語り始めたと うことである
（注
12）。この考えは、










内容から妻の語りを四つに分けて、それぞれの区切りごとに考察していく。その区切りは、①〈夫とのなれ めから結婚〉 ②〈幸せな結婚生活〉 、③〈夫の成功で生じた夫婦の亀裂〉 、④〈別れの決意〉
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とする。ただし、冒頭から「五年になります。 」までは、想定されている語りの地点の関係から、④で触れることとする。また 各区切りには、それぞれ想定されている〈いま〉があるが、実際の語りの地点と区別 ため、 「想定されている語りの地点」として示していく。①〈夫とのなれそめから結婚〉
①は、 「十九の春に見合いをして、 」から「私は、 ほとんど身一つで、
あなたのところへ参りました。 」までの部分にあたる。そこで妻は、夫との れそめを語る。後に妻となる「私」は、 「十九の春」に後の夫で る「あなた」と見合いをしたが、家族から反対され、他に良い縁談も っ た 、結婚は難しい 思わ 。 かし、 「私は「あなた」の絵を見て、 「あなた」と結婚することを決め、自ら結婚話を進めていく。結果「とう う私が勝ち」 、 「ほとんど身一つで、あなたのところへ参りました」 妻 語っ 。
しかし、こうした内容にひきずられて、①で想定されて る語り
の地点を 夫への愛情に満ちた時だと考える 誤りである。なぜなら①では、 「いまの、あなた 御出世も 但馬さんのお蔭よ」という言葉が登場して るからである。つまり、 ①における 〈いま〉 は、既に夫が出世している時であり、 ① 想定さ いる りの地点は、離婚を考え がらも決心がつかない時であるとわかる。さらに、夫に対する妻の思いから、語りの地点 限定しておき い。
①では、 「その時のことを、あなたにお話申したかしら。 」といっ



























どうして。 」までの部分にあたる。そこでは、夫と「淀橋のアパートで暮した二箇年ほど」が、 妻 とって何より「楽しい月日」であったこと、また夫が急に「偉くなって」 、 「楽しい事」も「私の、腕の振いどころ」もなくなったことが語られている。
では、 ②で想定されている語り 地点はどこか。②では、 「いまは、
だめ。なんでも欲しいものを買える 思えば、何の空想も湧 て来ません。 」という言葉が見られる。 た、 「三鷹町の家に住」んでいることからも、② 想定されている語りの地点は ①と同様、離婚を考えながらも決心がつかない時だとわかる。
だからこそ、 「つぎつぎに私は、いいお料理を、発明したでしょ




不思議でたまりません。 」までの部分にあ る。ここでは、 「但馬さんが個展の相談を持って来られた時から」 「おしゃれ」になっ 、どんどん成功していく夫が語られる。し し同時に夫は、 「毎夜」家を空け、女遊びをし、人の「口真似 ば りして、人の「悪口」も言うようになり、金に汚 な た。そして妻は、 「あな お為にも、神の実証のためにも、何か一つ悪い事が起るように 私 胸のどこかで祈っているほどになってし 」う
では、③の〈いま〉とはどこか。③には、 「いまに、きっと、悪
い事が起る」 、 「あなたは清貧で 何でも、ありません。憂愁だなんて、いまの、あなたの、どこ そんな美し 影 あるので ょう。という言葉 語られている。つまり、③ 想定されている語りの地点は、①・②と同様、離婚を考え がらも 別れの決心 かない時である。
しかし、夫に対する妻の思いは、①・②と大きく異なっている。
それは、これまで主に夫へ 愛情を語ってきた妻 、夫への冷めた気持を語り始めたことによる。妻は、夫が変ってしまった点を具体的かつ冷静に指摘し、 意見している。たとえば夫が「お喋り」になったことに いて 「人の言った事ばかりを口真似しているだけ」と述べる。さらに「人が変ったよ に、お金の事を口に」す ことについては、 「なんでそんなに お金にこだわる事 あるのでしょう
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生を訪問した日の夫について、 「卑劣」 「気違 」 、 人間の誇りが、一体、どこへ行った でしょう」と〈怒り〉を露わにし 別れを決意する。そこでは、③のように夫の悪い点を批判するのではなく、全人格を否定するまでに発展して る。そして迎えた夫 「ラジオ放送」の日、ここでも妻は、 「不潔に濁った声」 、 「くだらな 一体、何になったお積りなのでしょう」 「恥じ 下さい」 、 「あなたは早く躓いたら、いいのだ」と、感情を昂ぶらせて夫への〈怒り〉を露わにしている。夫に対する うした妻 気持を、①～③と比べると、その違いは明 かだ。
以上のように、④では〈別れの決意〉を振り返りながら、 〈批判〉
が 〈怒り〉 に達した 〈いま〉 が語られている。また、 語りの冒頭で、 「私は、私のどこが、いけないのか、わからないの」と夫に問いかけていた言葉は、末尾で「私には、どこが、どんなに間違っているのか、どうしても、わか ません」と う言葉に変わっていることも注目に値する。それ 自分は間違って ないという妻の主張を感じさせ、語る中で別れの決意がさら 固まったことを感じさせる。
ここまで、 妻の語りを詳しく見てきた。その結果、 妻は夫との日々















したので、 私は、 びっくり致しました。あなたは 卑劣です。たったいま迄、あの御立派な先生の前で、ぺこぺこしていらした癖に、もうすぐ、そんな陰口をたたくなんて、あなたは、気違いです。あの時から、私は、あ たと、おわかれ ようと、思いました。
これを機に夫の人格を妻が否定し始め ことからも、別れを決意した時はこの時に間違いない。
では、夫のこの態度がなぜ別れを決意させたのか。夫が陰口をた
たくのは、今に始まったことではない。それにも関わらず、妻 これをきっかけに夫を見限り、別れを決意したのである。この点 考察した論は、管見によるところ一つも見当たらない。しかし、妻が別れを決め 理由 語り 目的とも連動して て重要である。別れを決意 瞬間はなぜこの時だったのだろうか
結論からいえば、 その理由は岡井先生にある。妻の語りによると、
岡井先生は画業で「有名な大家」で、 「私 ちの家よりも、お小さいくらいのお家に」住んでいた。そのこと 妻は 「あれで、本当だと思います」と高く評価している。これ とどまらず、岡井先生への妻の評価は、 「本当に孤高」 、 「実 単純」で偽りがない、 「先生ほどのおかた」 といった言葉からわかるよう 、 非常 高い。 つまり岡井先生は にとって〈有名な画家の理想像〉に合致した人物だっ
たのである。それはまた、妻が夫を評価するための比較対象を得たことを意味する。妻はここから、夫を相対的に評価することができるようになった。夫は世間で名の通った画家かもしれないが、超然としている岡井先生と比べ、世間体を気にして「大きいお家」に住んでい 。名ばかりの「知り合い」をたくさん作って、 「自分の言葉」で語ることもできず、 「陰口」をたたく。 「お金の事」にうるさく 「毎夜」家を空け、女遊びもする。こうした夫の様子と岡井先生とを比べ、妻は〈夫の矮小さ〉をは きりと実感したのである。そ 実感が確信に変った瞬間こそ、岡井先生の前で「ぺこぺこ」していた夫が、先生の家を出ると「陰口」 たたいたその時だっ だ。
結婚当初、妻は夫を支えると決意した。だからこそ、成功して変




は、語りの中で四度震えて る。一度目は 結婚を決意するきっかけとなった夫 画を見た時。妻は、 「広い応接室 隅に、ぶるぶる震えながら立って、あなたの画を見ていま 」と、その時の様子を語っている。二度目は、夫と実際に会っ 、結婚を決めた 。 「私が紅茶の皿を持ち上げた時、意地悪くからだが震えて スプーンが皿の上でかちゃかちゃ鳴 ひどく困りました」と妻は語る。三度
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それは、 夫の「ラジオ放送」を聞いた「夜」 、 「早く休」もうと「ひ













く、国家や「こわさ」と闘う「私」でもない。妻自身が 自らの気持ちを整理した心境こそが、 「こおろぎ」の転換に託されてい のではないか。「こおろぎ」は「縁の下で鳴いている」 。その「懸命」な鳴き声は、


























そこに潜む、太宰を作品に重ねすぎ 読者の意識や、女性に対する社会の根強い偏見も注視されるべきである。 本論では夫に囚われず、〈妻の妻による妻のための語り〉という観点から、 「きりぎりす」を再検討した。 そこから えたことは、 「おわかれ」 の要因が妻 〈成長〉にあり、 この〈成長〉を糧に、 更なる〈成長〉を望ん 妻の姿である。「きりぎりす」を含めて、太宰の女性語り作品は全部で十六作ある
（注
16）。 「きりぎりす」のように、太宰治の表象に惑わされ、語り
















り引用。初出は、 平野謙 「混濁と稀薄Ⅲ作家精神の在りやうⅢ文芸時評④」（ 「都新聞」第一万九千四十四号、昭和十五年十月三十一日付発行） 。
４
　






























佐藤厚子 「太宰治 『きりぎ す』 論
　































東郷克美「女性独白体の発見」東郷克美『太宰治という物語』 （二〇〇一年三月三十日、筑摩書房） 。初出は、 「太宰治の話法
　
――女性独白体の
発見――」 『 本文学講座６』 （一九八八年六月、大修館書店）
※
　「きりぎりす」本文は、太宰治『太宰治全集第三巻』 （一九八九年十月二十五日、筑摩書房）によった。旧字は新字に改め、ルビは省略した。
※
　
本論は、日本近代文学会関西支部二〇一五年度春季大会（六月六日、於武庫川女子大学）における口頭発表をもとに加筆修正したものです。発表当日、貴重なご教示を賜った方々に心より感謝申し上げます。
（やまだ・かな
　
本学大学院博士後期課程）
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